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小麦の無機成分吸収特性および子実灰分の変動要因

お問合せは 道総研十勝農業試験場 〒082-0081 北海道河西郡芽室町新生南９線２番地

研究部生産環境グループ Tel 0155-62-9829 tokachi-agri@hro.or.jp

道総研十勝農業試験場

子実灰分対策

●千粒重を軽くしない。 適切な栽培環境により登熟環境を整える。

●リン酸吸収量を多くしない。 土壌診断に基づく適正施肥により中長期的
に土壌中養分の適正化を図る。

灰分の基準値
1.60％以下

37g

土壌の有効態リン酸レベル
低（十勝農試）＝10.8mg/100g
高（試験圃場A）＝68.6mg/100g

子実灰分と千粒重
●千粒重が小さいと灰分

が高い。
●千粒重37g未満で、子

実灰分が基準値を超
える可能性がある。

リン酸・カリ施肥が子実灰
分に与える影響
●リン酸・カリ無施肥でも灰分
低下は困難。
●リン酸の過剰施肥は灰分が高
まることがある。

●灰分は小麦の粉を焼却して燃え残った無機成分。
●灰分が多いと品質低下（小麦粉の色がくすむ、製粉
性が悪くなる）

●灰分の少ない高品質の小麦の生産が求められている。
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①土壌のリン酸が高いと
リン酸吸収量が多くなる。

②リン酸吸収量が多いと
子実リン酸が高まる。

では子実
リン酸は？

ab異文字間で有意差（ＬＳＤ法，Ｐ＜0.05）
ＰＫ施肥標準：ＰＫとも施肥標準量施肥
PゼロＫゼロ：ＰＫとも無施肥
Ｐ2倍Ｋゼロ：Ｐ施肥標準の2倍量施肥、Ｋ無施肥
ＰゼロＫ2倍：Ｐ無施肥、Ｋ施肥標準の2倍量施肥
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子実灰分と無機成分
●子実灰分が高いものは
子実リン酸も高い。
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小麦のリン酸吸収特性
●土壌の有効態リン酸の多
い圃場では子実以外へのリ
ン酸吸収も多い。
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